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数報告されている（Soric M et al., 2008；Juzwiak CR et al.,2008；Croll JK et al.,2006；
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 3 
10 歳で急増し，12 歳でピークとなることが報告されており（武長，2013），10 代前半で
スポーツ活動を本格的に始める者も多い。10 代前半にあたる小学校高学年から中学生の
時期は，身体の発育発達が著しい時期である一方で，食習慣が大きく乱れる時期ともさ
れている（Nakano T et al.,2013）。この時期の食習慣は将来の健康状態にも影響し
（Fuemmeler BF et al.,2009），食事を含む健康関連行動は，成人期での修正や改善が困難





る」ことに気をつけていると回答した小学生は，男子で 41.7 %，女子で 41.5 %であり，

















































が高いことや（大村ら，1994；Kakutani Y et al, 2015），「食に関して満足している，楽し
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 7 
Perez-Rodrigo C et al.,2001），小学校高学年から中学生までの時期は，食生活が大きく乱









れており，ヘルスプロモーションにおける重要なキーワードである（Croll JK et al.,2001；
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いは生得的反応の選択性とは区別されなければならない。態度の主成分は三つあり，そ
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et al.,1997）。人がある行動を実行するとき，その行動による恩恵と負担を考え，恩恵が































	 プリシード・プロシードモデル（precede-proceed model）とは，Green らがヘルスプロ
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第 2 章	 文献研究  
 
1. ジュニア期を含むスポーツ選手における食習慣  
1) 栄養素等摂取状況  
	 適切な栄養素等摂取は，ジュニア期のスポーツ選手の健康やパフォーマンスに重要




告がある。Aerenhouts らは，ベルギーの 12〜18 歳の男女陸上競技選手 60 名を対象と
して，7 日間の食事記録法を用いて，栄養素等摂取量を調査した。その結果，たんぱ
く質摂取については推奨量を満たしていたが，炭水化物，ビタミン，ミネラル，食物
繊維などの栄養素の摂取量は推奨量を満たしていないことが示された（Aerenhouts D et 
al.,2008）。Juzwiak らの 10〜18 歳のブラジルの男子テニス選手を対象とした横断研究
では，4 日間の食事記録法により栄養素等摂取量を調査した。その結果，たんぱく質
と脂質は推奨量以上の摂取をしている一方で，食物繊維，カルシウム，マグネシウム





況の比較を行った（Croll JK et al.,2006）。体重階級制のある競技や体重管理の必要な競











競技を行っている女子の 4 分の 3 は，カルシウムや鉄をはじめとした栄養素等摂取ス
コアが望ましい値を下回っていたことが示され，スポーツを行っている子どもに適切
な栄養素等が摂取できるよう教育介入を行う必要性を示唆している。Cupisti らも，イ
タリアの 14〜18 歳の女子を対象とした調査を実施し，Croll らと同様の結果を報告し
ている（Cupisti A et al.,2002）。Cupisti らは，対象者をアスリート群と非アスリート群






























川野は，第 13 回アジア大会に出場した日本代表選手 105 名を対象とした質問紙調査を
実施した。この調査では，「食事が運動能力の向上に影響を与えると思うか」という問









いる（Hackman RM et al.,1992）。 
	 以上より，スポーツ選手への栄養や食に関する教育は早期に始めるべきである（Ruiz 
F et al.,2005）。 
 
2. わが国における小中学生の食習慣  
	 子どもの頃に形成された食習慣は成人期まで移行し，将来の食習慣や健康状態に大
きく影響するとされていることから（Fuemmeler BF et al.,2009），早期に望ましい食習
慣を身につけることが重要である（吉池，2013）。 
	 平成 22 年度児童生徒の食事状況等調査では，47 都道府県を 10 地域に区分し，各地












	 Nakano らの報告では，日本の小学 1 年生から中学 3 年生を対象として，「朝食を摂
取する」，「1 日 3 食摂る」，「さまざまな食品を摂る」などを含む食生活の変化を検討
した結果，小学校高学年から食生活が乱れ始め，中学入学後にさらに食生活が乱れる






















べる」ことに気をつけていると回答した小学生は，男子で 41.7 %，女子で 41.5 %であ
り，中学生では男子で 32.8 %，女子で 30.0 %であったことが報告されている（日本ス
ポーツ振興センター，2012）。この割合は，「朝・昼・夕三食必ず食べる」や「楽しく
食べる」などの他の項目に気をつけていると回答した者の割合の半数程度であった（日
本スポーツ振興センター，2012）。また，村井らの小学 6 年生，中学 3 年生および大学
生を対象とした主食・主菜・副菜の食べ方と認識に関する調査では，主食・主菜・副
菜の組み合わせに対して「考えている」または「やや考えている」と答えた中学 3 年
生は 20.1%であり，大学生は 21.2 %であり，これらの組み合わせに対する意識が低い
ことを報告している（村井ら，2010）。 
 
3. 望ましい食習慣の獲得のための行動変容を目的とした栄養教育  





































栄養教育介入を 3 ヶ月間実施した（Wright JL et al.,2011）。この研究では，対象者を 3
つのグループに分類し，それぞれに異なる介入を実施した。食物摂取頻度調査票（Food 
frequency questionnaire: FFQ）を用いて個人の食事評価を行い，評価結果をメールで返
却することを 3 回実施した TF 群，栄養士による 90 分間の講習を 2 回受講させる GE
群，および介入を行わない C 群の 3 群で，介入前後での食品群別摂取量や栄養素等摂
取量を比較した。その結果，TF 群は, GE 群および C 群と比較して，果物摂取量の有意
な増加がみとめられ，集団講習よりも，個々への食事内容のフィードバックのほうが
食習慣の改善に効果的であることを明らかにした。近年では，ウェブ上での食事内容
の記録や評価を用いて栄養教育介入を行った研究が多数報告されている（Hamel LM et 
al.,2013）。Mangunkusumo らの研究では，9〜12 歳を対象に，野菜・果物摂取に関する
教育介入を行い，オンライン上で個人に対する栄養状態の評価やカウンセリングを 3
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ることなどができるといえる。 












る。Aerenhouts らによる 12〜18 歳の陸上短距離選手を対象とした研究では，3 年間の
介入期間のうち，7 日間の食事記録法を用いた調査を 6 回実施し，栄養素等および食品




よる食事評価とカウンセリングを取り入れた介入を 10 週間実施した（Garthe I et 
al.,2013）。その結果，介入群の介入前後の体重増加量および下肢の除脂肪量増加量は，
非介入群と比較して有意な高値であり，介入によるポジティブな効果が示された。し
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かし，その一方で介入群の脂肪量は，非介入群と比較して有意な増加を示している。
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告されている。Hamel らは，学童期（6〜11 歳）および思春期（12〜18 歳）を対象に
健康的な食習慣を身につけることを目的としてパーソナルコンピュータやウェブを用
いた介入研究のシステマティックレビューを行った（Hamel LM et al.,2013）。レビュー







きるのかもしれない（Burke LE et al.,2011）。 































4. 料理選択型栄養教育  















なる（足立, 1984）。嶋田らの研究では，小学 6 年生を対象として 1 食分の食事のなか






























2) 主食・主菜・副菜のそろった食事の摂取が食習慣に与える効果  
	 主食，主菜，副菜のそろった食事を摂取することにより，実際の食事摂取状況にど
のような効果をもたらすかについては，種々検討されてきた。 











事の頻度と栄養素等および食品群別摂取量との関連を検討した（Kakutani Y et al.,2015）。
その結果，主食，主菜，副菜のそろった食事の頻度が高くなるにつれ，１日あたりの
エネルギー摂取量や食物繊維，ビタミン C，マグネシウムなど 21 の栄養素の摂取量［密
度法によるエネルギー調整した摂取量（1,000kcal あたりの摂取量）］が高くなることを





















5. 栄養教育の評価  
	 栄養教育の評価は，教育の内容が対象に受け入れられて，行動の変容をもたらす有
効な手段となり得たか，また栄養教育の目標を達成するような結果が得られたか，と
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図 b	 若年成人への栄養・食教育の診断・評価指標検討の枠組み（武見，2002）  
 
本枠組みは，プリシード・プロシードモデル（Green LW et al.,1991）と足立による「地域の食活動・環境とのか
かわり」（足立，1987）のモデルをもとに武見が作成したものである。栄養・食教育に直接関係する要因を円で示
し，他の保健行動関連要因は四角の枠で示し，栄養教育として扱う部分をより明確にしている。 
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第 3 章	 研究目的および課題 
 

















究課題 1 で検討）。 
	 また，教育効果の評価の面でも課題がある。栄養教育の評価には身体面や食物摂取面
の指標と併せて，対象者自身の主観的な評価を含めた診断・評価が必要であるとされて
















要がある（後述の研究課題 2 で検討）。 
 












  研究課題 2 ：バランスのとれた食事に関する意思決定バランス尺度の開発 
  研究課題 3 ：料理選択型を用いた個人の食生活に関する情報提供がバランスのとれた食
事に関する態度や食物摂取状態に与える効果 
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3.  研究課題  
1) 研究課題の設定 
	 本博士論文では，研究目的を達成するために大きく 4 つの研究課題を設定し，さらに




















 対する主観的評価と食物摂取状態  








   料理選択型を用いた個人の食生活に関する情報提供が 
 バランスのとれた食事に関する態度や食物摂取状態に 
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2) 本博士論文研究における栄養教育の評価枠組み 
















報提供できるようになることや（Baranowski T et al.,1994），8 歳以上であれば順序尺度で
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認知のバランスを指す（Prochaska JO et al.,1997）。人がある行動を実行するとき，その行
動による恩恵と負担を考え，恩恵が高く評価された場合に行動が変容するとされている
（Prochaska JO et al.,1997；特定非営利法人日本健康教育士養成機構，2011）。態度は，認








されている（Domel SB et al.,1996）。意思決定バランスについては，これまでに小中学生
を対象とした野菜・果物摂取行動や給食完食行動に関する意思決定バランス尺度が開発
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3) 研究課題 1 ：自身の食生活に関する情報の獲得に対する主観的評価と食物摂取状態
との関連 





4) 研究課題 2：バランスのとれた食事に関する意思決定バランス尺度の開発 





	 研究課題 2-1：	  小学校高学年を対象としたバランスのとれた食事に関する意思決
定バランス尺度の開発 
  研究課題 2-2：	  中学生を対象としたバランスのとれた食事に関する意思決定バラ
ンス尺度の開発 
  研究課題 2-3：	  小学校高学年および中学生におけるバランスのとれた意思決定バ
ランスの特性 
 
	 研究課題 2-1 および研究課題 2-2 では，「バランスのとれた食事に関する意思決定バラ
ンス尺度」の開発を行い，その信頼性と妥当性を検討した。小学生と中学生では健康や
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食生活に対する意識および食習慣に大きく差が生じることが報告されていることから








5) 研究課題 3 ：料理選択型を用いた個人の食生活に関する情報提供がバランスのとれ
た食事に関する態度や食物摂取状態に与える効果 
	 研究課題 3 では，料理選択型を用いた個人の食生活に関する情報提供を取り入れた教
育の実施により，ジュニア期のバランスのとれた食事に関する態度や食物摂取状態に与
える効果を明らかにすることを目的とした。本研究課題の目的を達成するために，研究
課題 3 では以下の下位課題を設定した。 
 
	 研究課題 3-1：運動習慣の有無別での介入効果の検討〜学校を拠点とした介入研究〜 
	 研究課題 3-2：地域のスポーツクラブを拠点とした介入研究における効果の検討 
 
	 研究課題 3-1 では，学校を拠点とし，料理選択型を用いた個人の食生活に関する情報
を提供する教育介入を行い，その教育効果を運動習慣の有無別で検討することとした。
これにより，料理選択型を用いた個人の食生活に関する情報提供を取り入れた教育が，
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 研究課題 1, 2, 3 では，小学校高学年児童および中学生を対象とし，茨城県神栖市
または茨城県 A 町の小中学校に在籍する小学校 5・6 年生と中学 1・2・3 年生を対
象とした。また，研究課題 3 および 4 では，ジュニア期のスポーツ選手を対象に設
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 自身の食生活に関する情報の獲得に対する主観的評価と食物  
	 摂取状態との関連
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（Baranowski T et al.,1994），本研究課題では対象学年を小学 5 年生以上に絞り，調査を実
施することとした。本研究課題では，小学 5 年生から中学 2 年生 3,855 名に調査用紙を






































きのこ類，海藻類，いも類，果実類の 11 食品群であった。これらについて“最近 1 週間
でどのくらい食べていますか”とたずね，摂取頻度を 4 つの選択肢から該当するものを 1
つ選んで回答してもらった。野菜類，乳類，穀類は，「1 日に 3 回以上」「1 日に 2 回」「1
日に 1 回」「2 日に 1 回以下」の 4 選択肢，それ以外の食品群は，「週 5 日以上」「週 3～4
日」「週 1～2 日」「ほとんど食べなかった」の 4 選択肢とした。身長，体重は自己申告の
値を用い，肥満度（文部科学省，2013）を算出した。調査票の質問項目および回答選択
















乳類，穀類については「1 日 3 回以上（=1）」と「1 日 2 回以下（=0）」に，肉類，魚介
類，卵類，豆類，きのこ類，海藻類，いも類，果実類は「週 5 日以上（=1）」と「週 4
日以下（=0）」に 2 分して解析を行った。いずれの変数も分布を考慮し，肯定的な回答を
1，それ以外の回答を 0 とした。多変量ロジスティック解析では，強制投入法を用いて解
析を行った。モデル 1 では性別および学年を共変量として投入し，モデル 2 では性別，
学年，肥満度，調査に参加した学校を投入した。 
	 解析には，統計パッケージ IBM SPSS Statistics 22.0 ver.（日本アイ・ビー・エム株式会
社）を用い，有意水準は 5%とした。 
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3. 結果  
1) 対象者の属性 
	 対象者の属性を表 1-1 に示した。有効回答が得られた対象者は，小学 5 年生が 841 名，




9*  ) 
5' n=841 n=431 n=410
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7 (kg)  37.4;8.9<   37.7;20.1<
0%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6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7 (kg)  41.7;9.9<  41.5;8.1<
0% (%)    2.8;18.9<   −2.0;14.4<
1' n=591 n=302 n=289
58 (cm) 157.8;7.9< 153.4;5.8<
7 (kg)  47.4;9.7<  44.7;8.1<
0% (%)   −3.2;15.5<   −2.5;14.6<
2' n=564 n=290 n=274
58 (cm) 162.6;7.4< 155.5;5.1<
7 (kg)  51.4;9.4<  47.0;8.0<










小学生で 978 名（56.7 %），中学生で 726 名（62.9 %）であり，「どちらかといえばそう
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はみられなかった。モデル 2 においても，モデル 1 と同様の結果を示した。 
 














ndt 1.66(1.32-2.09) 1.69(1.34-2.22)*** 1.69  (1.34-2.14)***
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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題では 11 の食品群摂取頻度を評価した。8 歳以上であれば順序尺度で構成される調査票
に回答できるという報告を参考に（Rebok G et al.,2001），各食品群の摂取頻度をそれぞれ
4 段階で回答してもらった。Brawnoski らは，10 歳を過ぎると自身が摂取した食事内容に


























等調査で，小中学生における 1 日の摂取量は給食の有無に関わらず 300g に達していない
ことが報告されている（日本スポーツ振興センター，2012）。平成 24 年国民健康・栄養
調査においても，7〜14 歳の野菜類摂取量は 245g と報告されている（厚生労働省，2012）。
野菜類の摂取については，ガン，心臓病，脳卒中，糖尿病などの生活習慣病との関連が
明らかとなっており（桑原，2013；杉浦ら，2007），子どもの頃の野菜摂取量が成人後の





個人の栄養状態の評価やカウンセリングを 3 ヶ月間実施し（Mangunkusumo RT et 







































究は肥満予防を主たるねらいにしたものが多数を占めており（Mockus DS et al.,2011；
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題 2-1 および 2-2 で作成したバランスのとれた食事に関する意思決定バランス尺度を用
いて，小学校高学年および中学生におけるバランスのとれた食事に関する意思決定バラ
ンスの特性を明らかにすることを目的とした。 






1. 方法  
1) 対象者の選定 








明を行った。調査は 2013 年 4 月中旬から 5 月中旬迄の期間で実施した。 
	 本研究課題では小学 5・6 年生の男女児童 252 名に質問紙を配付し，回収できた 249
名の調査票のなかから，調査票への記入漏れがあった者を除外し，有効回答が得ら
れた 217 名（有効回答率 87.1 %）を解析対象とした。なお，本研究課題は筑波大学
体育系研究倫理委員会の承認を得て実施した。 
2) 調査地域の概況 
	 A 町は，茨城県の北西部に位置し，県庁所在地から約 60km，公共交通機関で約 1
時間半という立地条件にある農村地域である。町内には小学校が 7 校，中学校が 4





















象に食事指導を行ったことのある管理栄養士 2 名，大学教員 1 名，および小学校栄
養教諭 1 名との検討により内容的妥当性を，また著者とジュニアサッカークラブの
コーチ 3 名との検討により表面的妥当性を確認し，選定した項目以外に想定される
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項目を追加し，小学校高学年児童を対象とした尺度として不適切な項目を削除した。







































ルの採択基準には，GFI(Goodness of fit index)，AGFI（Adjusted GFI），CFI 
(Comparative fit index) および RMSEA(Root mean square error of approximation)
の適合度基準を参考とした。GFI，AGFI および CFI については，0.9 以上で適
合度は良好とし，RMSEA については 0.05 以下で良好，0.08 以下でモデルは
受容できるものとした（出村ら，2004）。 
b. 意思決定バランス尺度の基準関連妥当性 
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行った。強制投入法を用いて，性別および学年を共変量として投入した。 
	 統計解析には，IBM SPSS Statistics 22.0 ver. および SPSS Amos 21.0 ver.（日
本アイ・ビー・エム株式会社）を使用し，有意水準は 5％とした。 
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2. 結果  
1) 解析対象者の基本属性 
	 解析対象者の基本属性を表 2-1-1 に示した。解析対象者 217 名のうち，男子は 115


















































































を想定した探索的因子分析の結果，表 2-1-2 に示した項目が採択された。第 1 因子は
7 項目で構成され，その内容は「バランスのとれた食事をするとぐっすり寝ることが
できる」や「バランスのとれた食事をすると，学校や習いごとに休まず行ける」など
バランスのとれた食生活の恩恵を表す項目群であった。第 2 因子は 6 項目で構成され，
「バランスのとれた食事をすると，おかしやジュースなどが食べられないので楽しく
ない」や「バランスのとれた食事をするのは，めんどうだ」などバランスのとれた食
生活の負担を表す項目群であった。よって，2 因子 13 項目がバランスのとれた食事の
恩恵・負担に関する項目として採択された。また，意思決定バランス尺度の信頼性を
検討するために，バランスのとれた食事の恩恵・負担の各尺度におけるクロンバック
の α係数を算出した結果，それぞれ 0.86，0.80 であった。 
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3) 意思決定バランス尺度の因子的妥当性 
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CI：1.81-6.01，p＜0.001)の 7 項目で有意な関連がみとめられた。 
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る意思決定バランス尺度は，恩恵（7 項目）と負担（6 項目）の 2 つの下位尺度で構成











































































る意識および食習慣に大きく差が生じることが報告されているためであり（Nakano T et 
al.,2013；祓川ら, 2011），中学生を対象として同様の尺度が得られるかを検討する必要
がある。 
















は 2013 年 4 月中旬から 5 月中旬迄の期間で実施した。 
	 本研究課題では中学 1〜3 年生の男女生徒 301 名に質問紙を配付し，回収できた 297
名の質問紙のなかから，質問紙への記入漏れがあった者を除外し，有効回答が得られ
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 A 町は，茨城県の北西部に位置し，県庁所在地から約 60km，公共交通機関で約 1 時












	 調査項目は，研究課題 2-1 と同様である。 
5) 解析方法 
	 本研究課題では，意思決定バランス尺度の項目分析および信頼性・因子的妥当性の
検討および基準関連妥当性の検討を行った。解析方法は，研究課題 2-1 と同様であった。 
	 統計解析には，IBM SPSS Statistics 22.0 ver. および SPSS Amos 21 ver.（日本アイ・ビ
ー・エム株式会社）を使用し，有意水準は 5％とした。 
第 5 章 研究課題 2-2 
 88 
2. 結果  
1) 解析対象者の基本属性 
解析対象者の基本属性を表 2-2-1 に示した。解析対象者 289 名のうち，男子は 156
































択肢に 50%以上が集まる偏りのあったため，この１項目を除外し，全部で 13 項目に
ついて探索的因子分析を実施した。その結果，第 1 因子は 7 項目で構成され，その内
容は「バランスのとれた食事をするとぐっすり寝ることができる」や「バランスのと
れた食事をすると，学校や習いごとに休まず行ける」などバランスのとれた食生活の
恩恵を表す項目群であった。第 2 因子は 6 項目で構成され，「バランスのとれた食事
をすると，おかしやジュースなどが食べられないので楽しくない」や「バランスのと
れた食事をするのは，めんどうだ」などバランスのとれた食生活の負担を表す項目群
であった。よって，2 因子 13 項目がバランスのとれた食事の恩恵・負担に関する項目
として採択された。また，意思決定バランス尺度の信頼性を検討するために，バラン
スのとれた食事の恩恵・負担の各尺度におけるクロンバックの α係数を算出した結果，
それぞれ 0.85，0.83 であった。 
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3) 意思決定バランス尺度の因子的妥当性 
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3. 考察  
	 本研究課題では，中学生を対象とし，バランスのとれた食事に関する意思決定バラン
ス尺度を作成し，その信頼性と妥当性を検討した。 























象者は 27 名であり，全体の 9.3 %であった。調査協力を依頼した 4 校のうち，中学 3 年












1. 方法  
1) 対象者 












で不利益が生じないことを書面にて説明を行った。調査は 2013 年 10 月下旬〜12 月初
旬にかけて実施した。本研究課題では，児童生徒 3,855 名に質問紙を配付し，3,328 名
から質問紙を回収できた （回収率 86.3 %）。そのうち，質問項目への記入漏れ等がな
く，調理担当者からも質問紙を回収できた 2,698 名を解析対象者とした（有効回答率
81.1%）。なお，本研究課題は筑波大学体育系研究倫理委員会の承認を得て実施した。 







































































Kruskal-Wallis 検定を用いて比較を行い，Bonferroni の補正による Mann-Whitney の U




















入し，OR および 95%CI を求めた。要因との量反応関係は，要因（学年および調理
担当者の最終学歴）のカテゴリに順序尺度値を当てはめて，ロジスティック回帰モ
デルに投入し，傾向（trend）検定を行った。 
	 解析には，統計パッケージ IBM SPSS Statistics 22.0 ver.（日本アイ・ビー・エム株
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2. 結果  
1) 解析対象者の特性 
	 解析対象者の特徴を表 2-3-1 に示した。有効回答が得られた対象者は，男子が 1,346
名（49.9 %），女子が 1,352 名（50.1 %）であった。学年ごとの分布は，小学 5 年生が
827 名（30.7 %），小学 6 年生が 817 名（30.3 %），中学 1 年生が 550 名（20.4 %），中学
2 年生が 504 名（18.7 %）であった。肥満度については，−20 %以下が 112 名（4.2 %），
−20 %〜20％が 2,294 名（85.0 %），20 %以上が 292 名（10.8 %）であった。運動習慣に
ついては，運動習慣ありが 1,714 名（63.5 %）であり，運動習慣なしが 984 名（36.5 %）
であった。調理担当者の続柄については，93.6 %が母親で最も多かった。また，調理担
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みとめられた。男子に対する女子の OR は 1.31（95%CI=1.12-1.54），運動習慣なし
に対する運動習慣ありの OR は 1.52（95%CI=1.28-1.80）であった。学年については，
小学 5 年生に対する他の学年の OR は，小学 6 年生で 0.76（95%CI=0.63-0.93），中
学 1 年生で 0.51（95%CI=0.33-0.79），中学 2 年生で 0.31（95%CI=0.20-0.49）であり，
傾向検定においても学年が上がるにつれて有意な減少を示した（p＜0.001）。調理担
当者の最終学歴が中学校・高等学校の者に対して，短期大学・専門学校の者の OR
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3. 考察  






2011）。祓川らも，小学 5 年生と中学 2 年生を対象とした研究より，「自分の健康と食













習慣を有していることを報告した（Cavadini C et al.,2000）。また，Cupisti らは 14〜18
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歳の女子をアスリート群と非アスリート群に分類し，2 群間で栄養素摂取量や栄養に関
する知識を比較した（Cupisti A et al.,2002）。その結果，非アスリート群と比較して，ア
スリート群における食物繊維や鉄の摂取量は高く，脂質エネルギー比は低い結果を示
し，食品に含まれる栄養素などに関する知識得点は高いことが示された。この結果か

























Bau らによると，ベルリンの 11〜14 歳を対象とした調査において，母親の学歴と両親
の別居がこの年代における好ましくない食事パターンと強く関連していることを報告
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要約  





1) 研究課題 2-1 では，小学校高学年を対象とした意思決定バランス尺度の開発を行
い，十分な信頼性と妥当性を有していることが確認できた。 
 




















第 6 章  
 
研究課題 3 
	 料理選択型を用いた個人の食生活に関する情報提供がバラ  
	 ンスのとれた食事に関する態度や食物摂取状態に与える効果  
 














本研究課題では 2 つの下位課題を設定し，検討することとした。 







	 つぎに，研究課題 3-2 では地域のスポーツクラブを拠点とした教育介入を実施し，
地域のスポーツクラブに所属するジュニア期のスポーツ選手における教育効果を明ら














	 以上の 2 つの課題を検討することにより，料理選択型を用いた個人の食生活に関す
る情報提供がジュニア期のスポーツ選手のバランスのとれた食事に関する態度や行動
に与える効果を明らかにすることとした。












る栄養教育プログラムを開発した。本プログラムは 1）最近 1 週間の食事内容に関す
る記録，2）主食，主菜，副菜，牛乳・乳製品，果物の料理区分での食事評価結果シ
ートのフィードバックの 2 つから成る。 
 





物」の 5 つの料理区分について，1 回の食事で摂取した量を記録する。主食，主菜お
よび副菜については，「朝・昼・夜でどのくらい食べましたか」の問いに対して，各
食事で摂取した量を「食べない」，「ふつう量より少ない」，「ふつう量」，「ふつう量よ
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り多い」の 4 つの中から該当するものを 1 つ選択し，記入欄に丸をつける。8 歳以上














つう量より多い」の 4 つから選択し記録することとした。 
	 本プログラムでは，バランスのとれた食事をすることに対する態度を形成すること
を目的としている。本博士論文での「バランスのとれた食事をする」という行動は，









「週に 1〜2 日」，「週に 3〜4 日」，「週に 5 日以上」の 4 段階から選択するものとした。
淡色野菜のみ，「食べなかった」，「1 日 1 食食べた」，「1 日 2 食食べた」，「毎食食べた」
の 4 段階から選択するものとした。「牛乳・乳製品」および「果物」についても，同
様に 1 週間に摂取した日数を「食べなかった」，「週に 1〜2 日」，「週に 3〜4 日」，「週




いては，「食べなかった」，「週に 1〜2 日」，「週に 3〜4 日」，「週に 5 日以上」の 4 段
階から選択し，味噌汁・吸い物・スープなどの汁物については 1 日に飲む回数を「0
〜1 杯」，「2 杯」，「3 杯以上」の 3 段階から，麺類を食べたときのスープについては，
「飲まなかった」，「半分飲んだ」，「全部飲んだ」から 1 つ選択し，記録することとし
た。菓子類およびジュース類については，牛乳・乳製品および果物と同様に 1 週間に
摂取した回数と 1 回の食事で摂取する量を記録するものとした。 
ばらんすあっぷシートは，対象者が記入しやすいサイズと想定される A4 判とし，
両面印刷（フルカラー）とした。それぞれの記入欄付近には料理や食品のイラストを
記載することにより，自身の最近 1 週間の食事内容を振り返る際の助けとした。 








































































































表は図 3-1-2 および表 3-1-1 に示した（神家ら，2012）。この得点については，10〜17




basic for applications）を用いて構築した。 
 



















栄養素別得点は、良好な摂取ができている場合を 3 点とし、3 点を基準として過不足を評価する。	 
栄養素別得点を算出に用いる料理区分および食品群の配点は、以下のとおりである。	 
（摂取頻度の多いほうから順に）	 
・主食、主菜、副菜;	 図 2-2-2 参照	 
・肉類、魚介類、卵類、豆類；｛7 点、3.5 点、1 点、0 点｝	 
・淡色野菜；｛3 点、2 点、1 点、0点｝	 
・緑黄色野菜；｛3 点、1 点、1点、0 点｝	 
・きのこ類、海藻類、いも類；｛3 点、3 点、1.5 点、0 点｝	 
・揚げ物、あまいお菓子；｛6 点、4.5 点、3点、3 点｝	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図 3-1-2 料理区分別得点の配点  




	 ばらんすあっぷシートへの記入内容から，図 3-1-3 のような食事評価結果が出力で
きる。この評価結果は，「食生活バランスチェック結果シート」と名付けた。食生活
バランスチェック結果シートは，A4 判 1 枚で，フルカラーとした。食生活バランス
チェック結果シートに記載されている食事内容の評価は，以下の 3 つで構成されてい
る。1）主食，主菜，副菜，牛乳・乳製品，果物の 5 つの料理区分の摂取バランス，2）
主な栄養素の摂取状況，3）個別アドバイスの 3 つである。 
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2) バランスのとれた食事に関する態度や食物摂取状態に与える効果の評価 
a. 対象者の選定	  















	 A 町は，茨城県の北西部に位置し，県庁所在地から約 60km，公共交通機関で約 1 時






















diet history questionnaire：以下 BDHQ）（佐々木，2004）の小学校高学年用［BDHQ10y］
および中学生・高校生用［BDHQ15y］（図 3-1-5）を用いて，自身の食事内容の記録を
行ってもらった。BDHQ は，最近 1 ヶ月間の食事内容について，食品ごとに摂取した
量や摂取した頻度などを回答する質問票であり，BDHQ10y および 15y は，A3 判（両
面）1 枚で，BDHQ10y は 80 項目，BDHQ 15y は 100 項目から構成されている。BDHQ10y・
15y への記入内容から，専用の栄養価計算プログラムにより習慣的な食品群別摂取量や
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図 3-1-5  BDHQ10y 質問票 
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図 3-1-6	 BDHQ の個人結果帳票（見本） 
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e. 介入方法 
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f. 調査方法 




















は，ばらんすあっぷシートまたは BDHQ10y・15y 質問票の提出の際にも使用した。 
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 計 4 回の自身の食事内容の記録と食事評価結果のフィードバックによる介入が終了
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10 食品群であった。これらについて“最近 1 週間でどのくらい食べていますか”とたず
ね，摂取頻度を 4 つの選択肢から該当するものを 1 つ選んで回答してもらった。野菜
類，乳類，穀類は，「ほとんど食べなかった」「2 日に 1 回以下食べた」「1 日に 1 回食
べた」「1 日に 2 回食べた」「1 日に 3 回以上食べた」の 5 選択肢，それ以外の食品群は，
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h. 解析方法 




















ッズ比（OR）および 95 %信頼区間（95 %CI）を求めた。栄養教育介入方法について




「1 日 3 回以上（=1）」と「1 日 2 回以下（=0）」に，肉類，魚介類，豆類，きのこ類，


















	 解析には，統計パッケージ IBM SPSS Statistics 22.0 ver.（日本アイ・ビー・エム株式
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会社）を用い，有意水準は 5%とした。 
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2. 結果  
1) 解析対象者の特徴 
	 解析対象者の特徴を表 3-1-3 に示す。全対象者のうち，男子は 222 名（54.1 %），女
















n % n % n %
8&
L- 222 54.1 117 51.5 105 57.4 0.24
,- 188 45.9 110 48.5 78 42.6
.4
2.54K 85 20.7 66 29.1 19 10.4 b0.001
2.64K 106 25.9 86 37.9 20 10.9
!.14K 119 29.0 41 18.1 78 42.6
!.24K 100 24.4 34 15.0 66 36.1
UH5
−20%@H 9 2.2 6 2.6 3 1.6 0.14
−20%20% 338 82.4 193 85.0 145 79.2
20%"  63 15.4 28 12.3 35 19.1
[(S9b)
 269 65.6 162 71.4 107 58.5 b0.01

 141 34 65 28.6 76 41.5
YJ;6T>Q.F
!.C_N.C 277 67.6 154 67.8 123 67.2 b0.01
M?+.1].C 
  /44'+."  115 22.4 57 21.6 58 23.5






































 &  &
n % n % n % n %
:4= 































































































































































































































































































































































































































































































 &  &
n % n % n % n %
;5> 































































































































































































































































































































































































































































































 &  &
n % n % n % n %
;5> 


































































































































































































































































































































































































































































































95%CI=1.42-7.37 ， 豆 類 ： OR=4.12 ， 95%CI=1.55-11.00 ， き の こ 類 ： OR=3.86 ，
95%CI=1.08-13.76，海藻類：OR=6.36，95%CI=2.17-18.68）。 
 





u9`a) 5<ojO ORy95%CIz 
><ojO+ 
ORy95%CIz 
net 0.91 (0.42-1.99) 1.12 (0.48-2.62)
Y)&)i9 2.90 (1.35-6.25)** 3.71 (1.63-8.44)**
]t 1.88 (0.89-3.94) 2.02 (0.92-4.46)
bt 2.62 (0.87-7.87) 3.15 (0.99-10.02)
x*t 0.61 (0.24-1.60) 0.61 (0.23-1.62)
kt 2.36 (0.67-8.27) 3.60 (0.96-13.46)
tb) − −
Uft 1.09 (0.38-3.10) 1.09 (0.37-3.17)
t 3.55 (0.45-28.03) 4.85 (0.55-42.94)


























i3Ta) 06c^F ORm95%CIn 
86c^F+ 
ORm95%CIn 
bYh 1.31 (0.69-2.47) 1.24 (0.64-2.40)
N%!%]3 2.98 (1.57-5.66)** 3.16 (1.63-6.16)**
Rh 2.92 (1.33-6.40)** 3.24 (1.42-7.37)**
Vh 0.87 (0.45-1.72) 0.81 (0.40-1.64)
l&h 1.83 (0.71-4.71) 2.36 (0.85-6.51)
_h 4.07 (1.55-10.7)** 4.12 (1.55-11.00)**
	h 3.32 (1.05-10.53)* 3.86 (1.08-13.76)*
KZh 5.28 (1.94-14.39)** 6.36 (2.17-18.68)**
h 1.21 (0.38-3.82) 1.18 (0.35-3.93)














































l4Ua) 17f`H ORp95%CIq 
97f`H+ 
ORp95%CIq 
e[k  1.24 (0.69-2.21) 1.58 (0.82-3.02)
P%"%_4  3.75 (2.11-6.67)*** 4.02 (2.13-7.58)***
Sk  1.95 (1.08-3.52)* 2.57 (1.31-5.04)**
Xk  1.29 (0.70-2.37) 1.29 (0.65-2.55)
o&k  1.31 (0.62-2.76) 1.48 (0.65-3.37)
ak  4.45 (1.66-11.89)** 5.00 (1.73-14.45)**
	k 11.51 (1.52-88.96)* 1.33 (0.57-3.09)
M\k  2.65 (1.04-6.76)* 3.11 (1.10-8.79)*
k  1.78 (0.62-5.15) 2.27 (0.68-7.56q



















m5Va) 28gaI ORq95%CIr 
:8gaI+ 
ORq95%CIr 
f\l 1.16 (0.56-2.41) 1.11 (0.44-2.82)
Q&#&`5 4.46 (2.12-9.40)*** 4.10 (1.58-10.62r**
Tl 1.17 (0.58-2.38) 2.03 (0.79-5.16r
Yl 0.89 (0.40-1.96) 1.08 (0.39-2.99) 
p'l 0.93 (0.24-3.62) 0.23 (0.05-1.17)
bl 2.25 (0.71-7.09) 2.21 (0.57-8.50)
	l 1.83 (0.49-6.79) 1.19 (0.36-3.92)
N]l 3.55 (1.19-10.58)* 1.84 (0.52-6.58)
l 1.48 (0.38-5.76) 2.44 (0.40-15.08r
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5) 介入前後の意思決定バランス得点 























"$ "0 . p!a) "$ "0 . p!a)

































































































uQsbd=0, L[d=1v -0.050 -0.866 1.204 0.47
E+ -0.062 -0.870 0.960 0.37
7> 0.018 0.254 0.984 0.80
m.eG 0.110 1.577 0.970 0.11
&*-FDV8!CZ -0.426 -0.386 0.065 0.001

















uPsbd=0, KZd=1v 0.199 3.674 1.115 0.001
D+ -0.034 -0.589 0.973 0.55
7= -0.013 -0.227 0.979 0.82
m.eF 0.093 1.716 1.127 0.13
&*-ECU8!BY -0.591 -0.634 0.060 0.001
















結果を表 3-1-14 に，運動習慣のない者における解析結果を表 3-1-15 に示した。 
	 運動習慣のある者においては，介入方法および介入前の意思決定バランス得点で有
意な関連がみとめられた（介入方法：p＜0.05，介入前の意思決定バランス得点：p＜
0.001）。決定係数は 0.289，調整済決定係数は 0.275 であった。一方，運動習慣のない
者においては，介入方法では有意な関連はみとめられず（p=0.90），学年および介入前
の意思決定バランス得点で有意な関連がみとめられた（学年：p＜0.01，介入前の意思

















tPrac=0, KZc=1u 0.011 0.154 1.279 0.90
D+ -0.055 -0.763 1.017 0.45
7= -0.302 -2.069 0.641 0.002
&*-ECU8!BY -0.560 -0.480 0.067 x0.001 

















sOq`b=0, JYb=1t 0.147 2.522 1.002 0.01
C* -0.051 -0.876 0.927 0.35
6< -0.108 -0.846 0.460 0.07
%),DBT7 AX -0.500 -0.542 0.059 w0.001
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 介入前の食品群別摂取頻度を 2 群間で比較した結果，小学生では野菜類といも類で，中
学生では魚介類のみで分布に差がみられた。このことから，本研究課題の対象となった小
学生・中学生ともに 2 群間で介入前の食物摂取状態に差はなかったといえる。 
	 介入後の食品群別摂取頻度の 2 群間の比較では，小学生では 2 つの食品群でのみ差がみ
られたが，中学生では野菜類や牛乳・乳製品など 6 つの食品群の摂取頻度の分布に差がみ
られた。これらの結果から，とくに中学生において，介入方法によって食物摂取頻度に与
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に応じたアドバイスを与えたが，文章が多い場合でも 250 文字程度であり，評価結果全体


























1. 方法  
1) 対象者の選定 







調査は 2013 年 4 月中旬から 2014 年 3 月迄の期間で実施した。 
 
2) 調査対象クラブの概況 





動ができる。本研究課題の対象者となった中学 1・2 年生の選手は，週 5〜6 日クラブ
での練習を行っており，このクラブでの練習以外に学校の運動部に所属している者も







を用いた栄養教育介入）の 2 群で介入効果の評価を行った。 
 
4) 介入内容・方法 
	 介入内容は，研究課題 3-1 と同様で，料理群には，ばらんすあっぷシートを用いて食
事内容の記録を行ってもらい，個人の食生活バランスチェック結果を返却することに
よる教育介入を実施した。栄養素群には，佐々木による簡易型自記式食事歴法質問票
（brief-type self-administered diet history questionnaire：以下 BDHQ）（佐々木，2004）の
中学生・高校生用（BDHQ15y）を用いて，料理群と同様に自身の食事内容の記録を行
ってもらった。 



























終了した 2014 年 2 月中旬に，介入前と同様の方法で，介入後の質問紙調査を実施した。 
	 本研究課題では，回答の妥当性を高めるため無記名式で質問紙調査を実施したが，
介入前後での個人間のデータを対応させるために，各選手に ID 番号を割り振った。そ
して質問紙に 5 桁の ID 番号の書かれたタックシールを貼付け，調査用紙一式の入った
封筒を密封し，その封筒に研究実施者が選手の氏名を記載したシールを貼付けた。学
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10 食品群であった。これらについて“最近 1 週間でどのくらい食べていますか”とたず
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ね，摂取頻度を 4 つの選択肢から該当するものを 1 つ選んで回答してもらった。野菜
類，乳類，穀類は，「2 日に 1 回以下食べた」「1 日に 1 回食べた」「1 日に 2 回食べた」
「1 日に 3 回以上食べた」の 4 選択肢，それ以外の食品群は，「ほとんど食べなかった」






気インピーダンス法（Bioelectrical Impedance Analysis : BIA 法）による測定を介入前に




課題で用いた測定機器の測定周波数は 5，50，250，500kHz の 4 種類であり，立位姿勢
で電極を左右の手掌および足底に各 2 つずつ接触させ，微弱電流を流すことにより，
身体組成を評価した。測定時間は約 1 分である。なお，着衣の重量を 0.5kg 引いた値を




	 調理担当者への調査項目は，調理担当者の続柄，年齢，最終学歴の 3 項目であった。





















および 95 %信頼区間（95 %CI）を求めた。栄養教育介入方法については，「栄養素群
（=0）」と「料理群（=1）」に 2 分し解析を行った。食品群別摂取頻度も以下のように
2 分したうえで解析を行った。野菜類，乳類，穀類については「1 日 3 回以上（=1）」
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と「1 日 2 回以下（=0）」に，肉類，魚介類，豆類，きのこ類，海藻類，いも類，果実

















	 解析には，統計パッケージ IBM SPSS Statistics 22.0 ver.（日本アイ・ビー・エム株式
会社）を用い，有意水準は 5%とした。 
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2. 結果  
1) 解析対象者の特徴 
解析対象者の特徴を表 3-2-1 に示した。解析対象者は，男子 55 名であり，料理群が














n % n %
	
$ 26 100.0 29 100.0 —
 0 0.0 0 0.0

1# 14 53.8 16 55.2 0.92
2# 12 46.2 13 44.8
-"*( 
2& 13 50.0 17 58.6 0.81
%/ 11 42.3 10 34.5

 2 7.7 2 6.9
a)  χ2 










mean SD mean SD
  (cm) 151.7 8.2 153.3 8.4 0.25
 (kg) 40.4 7.6 41.8 6.6 0.48
"(kg) 35.3 5.1 36.5 4.9 0.40
(%) 11.9 4.8 12.3 3.6 0.73
a)  	t 
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2) 介入前後の食品群別摂取頻度 


















pa)  $  $
n % n % n % n %
82; 













































































































































































































































































































































































































































































































a)  χ2*  
第 6 章 研究課題 3-2 
 181 
3) 栄養教育介入方法と介入後の食品群別摂取頻度との関連 





n9Ya) 5<hbK ORr95%CIs 
><hbK+ 
ORr95%CIs 
g]m 1.14 (0.25-5.09) 1.31 (0.27-6.43)
S)&)a9 3.85 (0.90-16.53) 3.41 (0.56-20.91)
Vm 0.47 (0.13-1.67) 0.35 (0.09-1.44)
[m 1.06 (0.36-3.05) 2.20 (0.59-8.27)
q*m 1.13 (0.15-8.61) 1.28 (0.16-10.55)
cm 2.60 (0.58-11.69) 4.25 (0.74-24.48)
m — —
Q^m 3.21 (0.57-18.24) 3.81 (0.56-25.79)
m — —
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4) 介入前後の意思決定バランス得点 



























































_A]PR=0, =KR=1` 0.027 0.396 1.861 0.83
,1 −0.026 −0.388 1.962 0.84
 $&
87F-6J −0.469 −0.468 0.136 0.001
WK:3S







*;L $>G_A]PR=0, =KR=1`, WK:3S
?Q,E_N@+,.Y,B41%
+,!=0a,^O,B=1` 
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 Aerenhouts らの研究では，12〜18 歳の陸上短距離選手に対して，半年に 1 回の頻度
で，計 6 回の食事記録調査と評価結果のフィードバックを行い，介入前後で男子選手
の野菜摂取量が有意に増加したことを示した（Aerenhouts D et al.,2011）。Toral らの研
究では，11〜19 歳を対象に，毎月，対象者の行動変容ステージに応じた健康的な食事
摂取を促す内容が記載された冊子の配付やニュースレターをメールで送付し，野菜や
果物摂取を増加させることを目的とした介入を 6 ヶ月間実施した（Toral N et al.,2012）。
その結果，介入後の野菜・果物の摂取量や健康的な食事をすることに対する恩恵・負
担は，介入群と非介入群とで差がみられなかったことが報告されている。いずれの研
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 要約  

























第 7 章  
 
研究課題 4 
	 料理選択型を用いた個人の食生活に関する情報提供を  
	 取り入れた栄養教育プログラムの質的検討  






1. 研究背景と目的  
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2. 方法  
1) 対象者 
千葉県 N 市の R ジュニアサッカースクールに所属する中学 1〜3 年生の男子選手 6
名を対象とした。対象者は，サッカースクールの中学生の指導を担当しているコーチ






	 対象者には，研究課題 3-1 で作成した栄養教育プログラムによる介入を実施した。
中学 1・2 年生の対象者には，2013 年 4 月，7 月，10 月の計 3 回，各家庭で自身の食














ことから，中学 3 年生の選手も対象者として選出することとした。 
 
3) 調査方法および調査項目 



































のうち 1 名は管理栄養士の資格を有している者であり，もう 1 名は小中学生を対象と
して栄養指導を行っている者であった。 
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3. 結果  
1) 対象者の特性 
	 対象者の特性については表 4-1 に示した。対象者は，中学 1 年生が 2 名，中学 2 年





















1 	 141.2 35.4 30.4 14.3
2 	 144.1 38.5 32.2 16.5
3 	 176.8 62.5 52.5 15.9
4 	 165.0 50.2 43.8 12.8
5 	 169.3 52.5 45.1 14.1
6 	 175.6 61.9 52.1 15.9
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2) 逐語録から抽出された栄養教育プログラムのメリット 
	 逐語録から抽出された栄養教育プログラムのメリットを表 4-2 に示した。逐語録か
ら，11 のサブカテゴリが抽出され，それらは 4 つのカテゴリにわけられた。カテゴリ
は，【自身の食生活の把握】，【周囲からのサポートの強化】，【ポジティブな感情】，【自








しているものを増やす」と「自己管理」という 2 つの内容がここに含まれた。 
	 【ポジティブな感情】は，食生活評価結果を返却することにより，自信が持てるこ
とや達成感を味わうことができることが挙げられた。 
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表 4-2 逐語録から抽出された栄養教育プログラムのメリット  
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3) 逐語録から抽出された栄養教育プログラムのデメリット 
	 逐語録から抽出された栄養教育プログラムのデメリットを表 4-3 に示した。逐語録
から，8 のサブカテゴリが抽出され，それらは 5 つのカテゴリにわけられた。カテゴ
リは，【目標とする行動が不明】，【ネガティブな感情】，【面倒】，【親への経済的な負
担】【見栄を張る】の 5 つであった。	  
	 【目標とする行動が不明】では，「結果を見ても目標とする行動がわからない」お
よび「評価基準がわからない」の 2 つの内容が含まれた。 
【ネガティブな感情】に含まれるサブカテゴリは，「結果が良くないと残念だ」，「結







結果の予想がつく」の 2 つのサブカテゴリが含まれた。 
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表 4-3	 逐語録から抽出された栄養教育プログラムのデメリット  
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ければ判断できない。小学 6 年生，中学 2 年生および大学生を対象とした研究におい
て，主食，主菜，副菜についての認知や理解度は年齢が下がるほど低く，小学 6 年生










	 本研究課題における限界としては，中学 1 年生から 3 年生までの対象者をまとめて
1 回のグループインタビュー調査を実施したことが挙げられる。本研究課題では，グ
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小学生 中学生 スポーツ活動あり スポーツ活動なし

























小学生 中学生 スポーツ活動あり スポーツ活動なし














よび 2) スポーツクラブへの所属の有無別での効果の 2 つの視点から考察する。 
 
1)  スポーツ活動の有無別での効果  
	 運動部活動やスポーツクラブに所属して，学校の授業以外の時間でスポーツ活動を行っ
ている者は，スポーツ指導者による栄養・食事に関する情報提供がなされていること




	 本研究の研究課題 3-1 より，ジュニア期のスポーツ選手においては，個人の食生活に関



































































2)  スポーツクラブへの所属の有無別での効果  
	 研究課題 3-1 では，ジュニア期のスポーツ選手にとって，料理選択型を用いた個人の食
生活に関する情報提供による教育は，栄養素選択型を用いた情報提供よりもバランスのと
れた食事に関する態度や食物摂取状態にポジティブな効果をもたらした。一方，研究課題
3-2 では，料理群，栄養素群の 2 群間でバランスのとれた食事に関する態度および食物摂






養教育介入を行ったにも関わらず，この 2 つの研究課題では異なる結果が得られた。 





















	 2 点目に，バランスのとれた食事に関する態度の差が挙げられる。研究課題 3-1 におけ
る運動習慣ありの介入前の恩恵得点の中央値は，料理群で 26.0 点（25 パーセンタイル値，
75 パーセンタイル値：22.0–31.0 点），栄養素群で 27.0 点（22.0–30.0 点）であったのに対
し，研究課題 3-2 の対象者における介入前の恩恵得点の中央値は，料理群で 28.5 点（25.0








討でも研究課題 3-1 と研究課題 3-2 では異なる結果が得られたと考えられる（図 g）。 
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d. 定期的にその行動をしている。しかし，始めてから 6 ヶ月以内である（実行期）。 
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する（Prochaska JO et al.,1997；岡，2000）。このことから，意思決定バランスを評価する
ことは，目標とする行動を実践し，定着させることを目指した教育を行ううえで重要で
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ることができるようにすることが挙げられる。2013 年 11 月に実施された「全国スマー
トフォンユーザー1000 人定期調査」では，日本におけるスマートフォン保有率は 55.2 %
であり，10 代におけるスマートフォン保有率は 80 %を超えていることが報告されている
（博報堂 DY グループ・スマートデバイス・ビジネスセンター，2014）。また，近年小中
学校の授業にタブレット型コンピュータを導入している自治体も増えてきており，公立
小中学校で所有している教育用タブレット型コンピュータの台数は，2013 年 3 月から




者と比較して，体重減少や脂質摂取の減少がみられたことが報告されている（Burke LE et 
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al.,2011；Acharya SD et al., 2011）。また，健常成人を対象とした研究では，携帯情報端末
を用いた食事内容の記録を 8 週間実施させたところ，介入前後で野菜摂取量や食物繊維













	 対象者の居住地域が限定的であったことである。研究課題 1 および研究課題 2 では，
茨城県神栖市および茨城県 A 町の小学校高学年および中学生を対象とした。茨城県神栖
市は，鉄鋼・石油コンビナート・電力などの多数の大工場がならぶ工業地域である。茨
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課題の一つとして挙げられている。本研究における茨城県神栖市の対象者においては，
肥満度が 20 %以上の肥満傾向児の出現率は，平成 25 年度学校保健統計調査（文部科学
省，2013）の同年代の結果と同程度であった。一方で，茨城県 A 町の対象者においては，











（Livingstone MB et al.,2004）。そのため，摂取状況の過小および過大申告の可能性を否定
できない。また，食物摂取頻度調査法による食事評価は四季による影響を受けるとされ
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